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□社 協 の 使 命   

社会福祉協議会は、地域住民や福祉関係者の参加と協働による多種多様な福祉サービスを担

う中核的な団体として、地域でネットワークを形成し、福祉関係者の幅広い協力のもとに、地

域のニーズに対応した福祉活動に取り組み、誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづ

くりを推進することを使命としています。 

 

□基 本 理 念  

「手をつなごう 安心としあわせの まちづくり」 

子どもから高齢者までが障がいの有無に関わらず、住み慣れた地域で安心して生活し、誰も

が支え合えるまちづくりを目指します。 

 

□基 本 方 針  

本年１月１日に発生した能登半島地震は最大震度７を記録し、家屋の倒壊や土砂災害、火災、

津波などにより、死者が240人を超えるなど、甚大な被害が生じています。被災地においては、

各県、各市町社会福祉協議会が災害ボランティアセンターを設置し、地域住民の困りごとに寄

り添い、被災地の復興を支える活動が進められています。 

南海トラフを震源とする大規模地震も既にカウントダウンに入ったといわれています。昭和

南海地震から約80年が経過し、切迫性の高い状態にあることから、本会においては、引き続き

災害ボランティアセンターの設置・運営訓練を実施するとともに、行政や地域のコミュニティ、

ボランティア団体などと力を合わせて活動を進めていく必要があります。 

また、昨年５月から新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類感染症に変更

され、経済活動や人々の交流などはコロナ禍前の状況を取り戻してきました。しかしながら、

厚生労働省の統計によると、昨年の生活保護の申請件数はここ10年余りで最多になりました。

コロナ禍に収入が悪化し、回復できないまま物価高騰の影響を受けた人が多いとみられていま

す。そのほか、社会福祉の現状としては、社会的孤立を原因とした生活困窮やヤングケアラー、

子どもの貧困、8050問題など様々な課題が存在しています。 

こういった状況の中、本会は、孤立を防ぎ住民同士が支え合う地域づくりや、生活福祉資金

の特例貸付を受けた方のフォローアップ、高齢者・生活困窮者等の暮らしを支える包括的な相

談支援体制の充実、法人後見事業の実施や成年後見制度の普及、利用支援などの取組を強化し、

地域支援と個別支援の機能を総合的に発揮すべく事業を展開してまいります。 

本会が実施する介護サービス、障害福祉サービス事業については、健全経営に向けた取組を

進めるとともに、質の高いサービスを安定して提供できるよう努めます。 

今年度は第４次地域福祉活動計画策定後２年目となります。「手をつなごう 安心としあわせ

の まちづくり」を基本理念に、誰もが住み慣れた地域で自分らしく暮らしていけるよう、地

区社協をはじめ地域住民、行政、社会福祉関係団体、民生委員・児童委員、ボランティア団体

などと連携しながら、地域共生社会の実現に向けて着実に事業を推進してまいります。 

 

□基 本 目 標 （第４次地域福祉活動計画） 

 （１）安心して暮らせる地域づくり 

    子育て世代から高齢者を含めた地域のつながりを深めていくことや、独居高齢者の見

守り活動や災害時に支援を必要とする人への体制整備を通して安心して生活できる地域
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づくりを推進します。 

（２）みんなで支える仕組みづくり 

    複合化・複雑化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制の構築、子育て支援、高

齢者支援、障害者支援、生活困窮者支援等、福祉分野における様々な事業・制度やサー

ビスが個別に行われるのではなく、相互に連携し誰一人取り残すことのない、重層的な

支援体制を作り、必要な情報が届きやすい環境を作ります。 

（３）福祉の心を育てる人づくり 

    幅広い住民参加による地域福祉の推進を進めていくために、気軽に身近なことから参

加できるボランティア活動としてＩＣＴを活用した新しい参加の方法や、趣味や余暇活

動を地域福祉活動に結びつけていくような企画を通じて、これまでの地域活動で関わる

ことが少なかった子育て世代や若い世代を巻き込みながら取り組みます。 

 

□ 実 施 事 業 

法人の経営改善を進め、地域福祉の担い手として事業を確実かつ効果的に適正に行うため､

経営基盤の強化を図るとともに、その提供する福祉サービスの向上と事業経営の透明性を確保

しつつ、次の事業を実施します。 

Ⅰ 社会福祉事業区分 

１ 法人運営事業 

（１）役職員運営事業 

 社会福祉法人として定款に基づき適切に組織経営を行います。 

事 業 名 内 容 

理事会、評議員会、 

評議員選任委員会等の開催 

・法令を順守し、円滑に法人が運営されるよう理事会

及び評議員会を開催します。 

・評議員の選任等を諮る評議員選任委員会を開催します。 

・高校生奨学生を選定する奨学生選考委員会を開催します。 

・本会の運営や、地域福祉の推進に係る事項を検討す

る企画財政委員会及び地域福祉推進委員会を開催

します。 

監査の実施 適正な事業運営のため監事による監査を実施します。 

苦情解決 本会が提供する福祉サービスに係る利用者からの苦

情に対し、第三者委員の助言による解決に努め、改善

に取り組みます。 

会員募集 自治会協議会、民生委員児童委員協議会の協力を得て

会員募集を行います。また、一人でも多くの市民に社

協活動を認知していただき賛同を得られるよう会員

増加の促進に努めます。 
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役職員研修の実施 組織のガバナンスを強化し、組織力を上げるため役職

員の研修やオンライン研修等に積極的に参加します。 

・県や県社協等が行う研修 

・個人情報保護に関する研修 

・災害ボランティアセンター運営に関する研修等 

・ＢＣＰ（事業継続計画）に関する研修等 

・安全運転管理者制度に関する研修 

職員キャリアアップ助成の実施 職員の資質向上を図るため、資格を取得した職員に経

費の一部を助成します。 

経営基盤の強化及び 

強化発展計画の実施 

 

自主財源の確保と事務の効率化や経常経費の削減な

ど、経営の安定化に努めます。また、社協強化発展計

画に基づき、組織強化に向けた取組を進めます。 

 

（２）広報・啓発事業 

社協の事業や講座等の情報を迅速かつ的確に伝えます。 

事業名 内 容 

社会福祉大会の開催 

［市補助事業・共同募金助成事業］ 

 

福祉活動に貢献した個人や団体を表彰するとともに、

多くの方に福祉に関心を持っていただくため、講演会

を開催します。 

※ハイスタッフホール(市民会館)で開催予定 

社協情報紙等発行事業 

［共同募金助成事業］ 

 

≪社協情報紙「えがお」の発行≫ 

社協の広報活動として、社協情報紙「えがお」を年

４回（５月、７月、10月、２月）発行し、自治会加

入世帯、市内の施設等に配布します。地域福祉情報、

各種団体情報、イベント情報等を掲載します。 

≪ＳＮＳを活用した情報配信≫ 

広報ツールとしてホームページ、フェイスブックを

活用し、行事のお知らせや各事業活動の情報を発信

します。 

≪情報配信≫ 

ライン公式アカウントを活用し、フォロワーの増加

を図り、随時市民へ福祉情報を発信します。 
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（３）相談事業 

市民が安心して生活することができるよう相談事業を実施します。 

事業名 内 容 

相談事業 

（心配ごと相談・法律相談） 

［市補助事業］ 

 

≪心配ごと相談≫ 

民生委員・児童委員が住民の相談に応じ、内容によ

っては専門機関を紹介します。 

・観音寺 毎月第１・第３火曜日13:00～15:00 

・大野原 毎月第１・第３木曜日10:00～12:00 

・豊 浜 毎月第１・第３火曜日10:00～12:00 

≪法律相談≫ 

弁護士が、法律に関する相談に無料で応じます。 

（毎月第２・第４水曜日 10:00～15:00） 

 

（４）地区社協育成事業 

住民が社会福祉に関心を持ち､地域の中で助け合いの心を育むために、市内13か所の地

区社協の育成強化に努めます。また、地区担当制を設け、担当職員が地域と連携し地域福

祉の推進に努めます。 

事業名 内 容 

地区社協の活動費助成事業 市社協会費の３分の１、香典返し寄附金の５分の３を

地区社協活動費として助成します。 

地区社協連絡会、会長会議、 

研修会の開催 

地区社協相互の情報交換、研修、交流の推進に関する

事業を実施します。地域福祉の推進に関する事業の研

修等を実施します。 

 

（５）児童・青少年等の事業 

児童の遊び場の環境を整えるとともに、子どもの時から福祉に関心を持ってもらえるよ

うに、福祉教育を推進し、児童青少年の育成に努めます。 

事業名 内 容 

子どもの遊び場助成事業 自治会等で管理する子どもの遊び場の整備、遊具補修

等に対して助成します。 

福祉教育推進事業 ・市内各小学校で福祉体験教室（出前福祉講座）を開

催し、福祉教育を推進します。 

・市内の中学校生徒が夏休み中に参加する福祉施設体

験学習を市内介護老人福祉施設で開催します。 
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（６）その他の事業 

事業名 内 容 

法外援護見舞金等支給事業 

［市補助事業］ 

行旅中、所持金の消費又は紛失により救護を求めて来

た困窮者に旅費を支給します。 

福祉機器等貸出事業 

 

・車いすを貸し出し、健康の維持や日常生活の便宜を

図ります。 

・チャイルドシート、ジュニアシートを貸し出し、幼

児の交通事故防止等を図ります。 

・車いす移動車（福祉車両）を貸し出し、目的地まで

の移動を円滑かつ安全に提供します。 

実習生の研修受入 福祉系大学･専門学校等の実習生を受け入れ、人材育

成に努めます。 

住宅保証事業 日常生活自立支援事業を利用している高齢者、障害者

等で市営住宅の賃貸借契約の保証人が確保できない

利用者に対し、検討会議を開催したうえで社協が保証

人になります。 

 

 

２  基金運用事業 

社会福祉活動を促進し、地域社会における福祉の向上を図るために基金を設置し、適切

な管理運営を行うとともに、基金を活用し事業を実施します。 

事業名 内 容 

基金運用事業     

 

各基金を基に福祉事業を実施します。 

・社会福祉事業積立金            

・法外援護事業基金             

・身体障がい者(児)基金               

・介護保険事業安定積立金               

・災害被災者救助基金            

・ボランティア基金                

高校生奨学金支給事業 

 

高校生奨学基金を基に高校生に奨学金を支給します。 

月額4,000円×12か月×５人 

（安藤両平、三谷松太郎、杉村巽、田岡敬造、 

國土セツ子、社協奨学基金） 
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３ 地域福祉推進事業 

社協が地域の課題に対し、住民参加による福祉のまちづくり事業を実施します。 

事業名 内 容 

給食サービス事業 

［市補助事業］ 

 

75歳以上の一人暮らし高齢者又は高齢者世帯等で、安

否確認が必要とされる方を対象に、ボランティアが弁

当を配達し、声かけと見守りを実施します。観音寺地

区は火曜日、大野原地区は水曜日、豊浜地区は木曜日

に配食を実施します。 

地域サロン活動支援事業 

［市受託事業］ 

自治会会員が主体になり、三世代交流に取り組むサロ

ン活動に助成をします。 

地域福祉活動計画推進事業 

 

令和５年度から９年度までを計画期間とする第４次

地域福祉活動計画に基づき地域福祉を推進します。年

度末には、作業部会、住民座談会を開催し、１年間の

振り返りや見直しを行います。 

ふれあい・いきいきサロン事業 

［市受託事業］ 

 

高齢者の生きがい、仲間作り、介護予防、引きこもり

の防止等のため、軽体操、おしゃべり、レクリエーシ

ョン等を実施する「ふれあい・いきいきサロン」に月

２回まで助成します。レクリエーション用具等の貸し

出しも行っています。 

生活支援体制整備事業 市地域包括支援センターが実施する生活支援体制整

備事業への協力体制として、地区担当職員が地域の第

２層協議体に参加し住民の助け合いの仕組み作りに

参画します。 

高齢者等見守り活動事業 協定を結んだ事業所とともに事業の充実を図るため、

連絡調整会を市高齢介護課と連携し開催します。 

 

 

４ ボランティアセンター活動事業 

ボランティアを希望する方の相談や情報提供､ボランティア団体やＮＰＯの活動紹介を

行い、ボランティア活動の活発化を促します。 

事業名 内 容 

ボランティアセンター活動事業 ・個人やボランティア団体の登録と名簿の作成を行い

ます。 

・ボランティア活動の情報収集、紹介等をします。 

子育て支援に関する事業 

 

託児ボランティアや子育てセミナー、交流事業等を開

催します。 

ボランティアの啓発、交流事業 

 

・各ボランティア団体の各種行事への協力を行います。 

・「社協情報紙えがお」で、各ボランティア団体の 

活動を紹介します。 
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ボランティア活動保険事業 

ボランティア行事用保険事業 

ボランティア活動中又は行事中の事故等に対応する

保険加入事務と保険請求事務を行います。 

ボランティア団体への備品や 

機材の貸出 

プロジェクター、スクリーン等の備品や機材をボラン

ティア団体へ無償で貸し出し、ボランティア活動を支

援します。 

介護支援ボランティア活動支援事業 

［市受託事業］  

「ほほえみサポーター」として登録し、給食サービス

や施設ボランティア活動、サロンのボランティア活

動、個人宅等への声かけ見守り活動などを対象とし

て、ポイントを付与し活動を支援します。 

市ボランティア連絡協議会との

連携事業 

・市ボランティア連絡協議会の事務局を担います。 

・各種行事への協力を行います。 

 

 

５ 共同募金助成事業 

共同募金委員会から助成を受け事業を実施します。 

事業名 内 容 

独居高齢者等安否確認助成事業 各地区社協が民生委員・児童委員、福祉委員の協力を

得ながら実施する75歳以上の独居高齢者の安否確認

事業に対し、各地区社協へ助成します。 

福祉委員研修助成事業 福祉委員、民生委員・児童委員等が情報交換し、高齢

者や生活課題のある方等の把握に努め、見守り活動を

推進します。 

ボランティアスクール開催助成事業 ボランティアスクール、ふれあい･いきいきサロンリ

ーダー会、また子育て中の保育者と子どものための子

育てセミナー等、研修を実施します。 

社会福祉施設体験学習助成事業 

 

市内中学校の生徒が福祉施設で体験を行い、高齢者と

のふれあいを通して福祉の心を養う事業を実施しま

す。（再掲） 

福祉教育推進助成事業 小・中学校の児童会、生徒会などが行う事業に共同募

金の助成を行い、共同募金運動の理解と福祉教育を推

進します。 

災害ボランティアセンター推進事業 災害時に被災者の支援ニーズの把握や支援活動を希

望するボランティアの受入れなどを行う災害ボラン

ティアセンターの運営に関する研修会や訓練を行う

とともに、センターの運営に必要な備品等を整備しま

す。また、策定したＢＣＰの検証や事業継続に必要な

資機材の整備を行います。 
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歳末たすけあい助成金事業 地域で孤立することなく、自分らしく安心して暮らす

ことができる福祉のまちづくりを目指し、幅広い地域

福祉活動を推進することを目的に、各小地域（単位民

児協）で歳末に行う地域づくり事業（クリスマス会、

友愛訪問等）に助成します。 

また西讃圏域の福祉施設に入所している観音寺市出

身者へ見舞金を、市内の寝たきり高齢者に見舞品を配

付します。 

わくわく福祉フェスタ開催事業 子育て世代や高齢者、障がい者などを支援する市内の

社会福祉法人やボランティア団体等と協力し、体験型

イベントを開催します。実際に「見て」「体験して」

「参加して」を通して、多くの方に福祉活動を知って

いただき、今後の地域福祉活動の更なる推進とふれあ

いのある温かいまちづくりを目指します。 

 

 

６ 訪問介護事業  

要介護認定を受けた高齢者が、可能な限り住み慣れた自宅で自立した生活を営むことが

できるよう、介護支援計画に基づき訪問介護員を派遣し、身体介護や生活援助を行います。 

また、経営の見直しを行うほか、介護職員処遇改善制度の活用や訪問介護員の介護技術

の向上に努めるなど人材育成を行い、市民のニーズに応えていきます。 

事業名 内 容 

訪問介護事業 

［県指定事業］ 

利用者の有する能力に応じ、自立した日常生活を営む

ことができるよう、ケアプランに沿って入浴、排せつ、

食事の介護等生活全般にわたる援助を行います。 

キャリアアップ・スキルアップの

ための研修の充実 

・サービス提供責任者と訪問介護員によるケース検討

会を開催します。 

・訪問介護員の資質向上を目指した研修会や講演会に

参加します。 

・介護職員のスキルアップのため、定例会で講師を招

いた研修やグループワークなどを行い介護技術やコ

ミュニケーション力の向上を図ります。 

人材育成 実習生の受入れを行います。（再掲） 
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７ 総合事業 

高齢者が要介護状態にならずに住み慣れた地域で生活を継続することができるように、

総合的な支援を地域の人材とともに担います。 

事業名 内 容 

介護予防・日常生活支援総合事業  

［市指定事業］ 

 

≪介護予防訪問事業≫ 

利用者（要支援１・２、事業対象者）の能力に応じ

た日常生活の自立を支援するため、生活援助及び身

体介護サービスを提供し生活の質の確保と向上を

図ります。 

≪地域支援訪問事業≫ 

利用者（要支援１・２、事業対象者）の簡易な生活

支援（買い物、ごみ出し、清掃）を市の研修を終え

登録した有償ボランティアが提供することにより、

自立した生活の向上を図ります。 

 

 

８ 訪問支援事業 

事業名 内 容 

訪問支援事業 

 

介護保険、障害福祉サービス等既定のサービスだけで

は不十分な方や、急に支援が必要になった方に対し

て、適切なサービスを提供します。 

 

 

９ 障害支援事業 

（１）精神障害者等デイケア事業 

事業名 内 容 

精神障害者等デイケア事業 

［市受託事業］   

 

地域社会での安定した生活につながるよう、集団指

導、個人指導、グループワークなどを効果的に実施し

ます。デイケアの企画や準備を利用者が主体的に取り

組めるように考慮し実施します。 

場所 市社会福祉センター（毎週金曜日） 

 

（２）長期休暇中預かり事業 

事業名 内 容 

長期休暇中預かり事業 

［市受託事業］ 

 

障害者手帳の有無に関わらず､発達の遅れや障害のあ

る５歳児から中学生までの児童とそのきょうだい児

を社会福祉士等とボランティアが夏休み中預かります。 

場所 豊浜福祉会館 

時期 ８月19日（月）～30日（金）（土･日曜日を除く） 
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10 障害福祉サービス事業 

（１）障害福祉サービス事業 

身体障害、知的障害、精神障害、難病者等のある障害者（児）を対象とし、自立した日

常生活を営むことができるよう訪問介護員を派遣し援助を行います。 

事業名 内 容 

居宅介護事業 

［県指定事業］  

対象者が、日常生活を営むことができるよう生活全般

を支援します。 

重度訪問介護事業 

［県指定事業］ 

常時介護を要する対象者の身体介護や家事援助、移動

介護、見守り等の生活全般を支援します。 

同行援護事業 

［県指定事業］ 

 

視覚障害者（児）の方が外出するときに同行し、移動

に必要な情報の提供や移動の援護、その他外出に必要

な支援をします。 

移動支援事業 

［市受託事業］ 

対象者が、余暇活動や社会参加のための外出が単独で

は困難な場合に、移動の介助や介護を支援します。 

キャリアアップ、スキルアップの

ための研修会の参加及び実施 

・サービス提供責任者が訪問介護員と合同でケース検

討会を開催します。 

・訪問介護員の資質向上を目指して定例会での研修や

専門研修に参加します。 

 

（２）地域生活支援センターえがお 

障害のある方が､自立した日常生活や社会生活を営むことができるように相談に応 

じ、サービス等利用計画を作成し地域で生活が送れるように支援します。 

事業名 内 容 

障害相談支援事業 

［市受託事業］ 

 

知的障害者等の福祉サービスの利用援助、地域自立支

援協議会の運営、その他障害者の在宅生活を支え必要

な事業を実施するために、相談支援専門員を設置し、

事業の運営に当たります。 

一般相談支援事業 

（地域移行支援・地域定着支援） 

［県指定事業］ 

 

≪地域移行支援≫ 

入所している障害者や精神病院に入院している精

神障害者に対して､住居の確保、その他、地域にお

ける生活に移行するための活動に関する相談に応

じます。 

≪地域定着支援≫ 

居宅において単身等で生活する障害者のうち､地域

生活を継続していくために緊急時等の支援体制が

必要と見込まれる方に対して、常時連絡体制を確保

し、障害の特性に起因した緊急時の支援や対応を行

います。 
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特定相談支援事業 

［市指定事業］ 

障害者の生活支援の相談に応じ、サービス等利用計画

の作成や支給決定後の見直し（モニタリング）を行い

ます。 

障害児相談支援事業 

［市指定事業］  

障害児の生活支援の相談に応じ、障害児支援利用計画

の作成や支給決定後の見直し（モニタリング）を行い

ます。 

 

 

11 市社会福祉センター等維持管理事業 

事業名 内 容 

市社会福祉センター等維持管理事業 

［市補助事業］ 

市民の福祉相談の窓口として、また地域の福祉団体に

とって利用しやすい社会福祉センターになるよう適

切な維持管理と運営を行います。 

 

 

12 福祉サービス利用援助事業 

事業名 内 容 

日常生活自立支援事業 

［県社協受託事業］ 

 

 

セーフティネット支援対策事業実施要綱に基づき､香

川県社協から一部委託を受けて実施します。 

高齢者や障害者等で判断能力に不安があり、自己選択

や自己決定が難しい方が、安心して生活できるように

日常生活の自立を支援します。 

≪主なサービス≫ 

・福祉サービス利用援助サービス 

・日常的な金銭管理サービス 

・書類等の預かりサービス 

  

 

13 成年後見事業   

事業名 内 容 

法人後見事業 

 

・市社協が「成年後見人」、「保佐人」又は「補助人」

になり支援します。 

・検討委員会で、法人後見が適切であるか審査します。 

成年後見制度中核機関事業 

［市受託事業］ 

 

成年後見制度の利用の促進に関する法律に基づく 

中核機関として、観音寺市権利擁護センターを設置

し、運営します。 

・定例会 月１回  ・専門職相談会 月１回 

・受任調整会議 随時 

・権利擁護地域連携ネットワーク協議会 年３回 

・市民後見人講座の開催（フォローアップ研修） 

・専門職相談会等の開催 
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14 生活福祉資金等貸付事業 

  事業名 内 容 

生活福祉資金貸付事業 

［県社協受託事業］ 

 

総合支援資金、福祉資金、教育支援資金、不動産担保

型生活資金等の貸付の窓口業務及び償還に関する手

続きの援助を行います。 

生活福祉資金特例貸付事業 

［県社協受託事業］ 

 

緊急小口資金等の特例貸付の窓口業務及び償還等に

関する手続きの援助を行います。 

借受人（非課税免除・未応答・償還が困難等）へのフ

ォローアップ支援を行います。 

生活福祉つなぎ資金貸付事業 

 

生活福祉つなぎ資金の長期延滞者への督促と債務整

理を行います。 

 

 

15 香川おもいやりネットワーク事業 

事業名 内 容 

香川おもいやりネットワーク事業 

 

県内の社会福祉法人施設や社協、民生委員・児童委員、

関係機関・団体で構成されている「香川おもいやりネ

ットワーク事業」に本市社協も参画し、「生活のしづ

らさ」を抱え支援を必要とする方をトータルで支える

仕組みを作ります。 

・総合相談支援（経済的支援、フードバンク） 

・地域ネットワーク体制づくり 

総合相談貸付事業 

 

生活困窮など生活上の困難に直面している世帯に対

して、地域において自立した生活が送れるよう、法外

援護事業として総合相談貸付金の貸付を行い、生活の

安定と自立の支援を図ります。 

観音寺福祉総合相談センター事業 

 

 

 

「どこに相談したらいいか」､「困ったことをどのよ

うに説明したらいいか」などを一緒に考え関係機関や

専門家とケース検討を行い、相談者が住み慣れた地域

で生活が続けられるように寄り添う支援をします。 

社会福祉関係者連絡会事業 市内社会福祉施設、市民生委員児童委員協議会、市福

祉事務所等とネットワークを築いていきます。代表者

会議、実務者会議を開催します。 

フードバンク事業 生活が困難で緊急に食糧支援が必要な方に対し、市民

から寄贈された食糧品等を支給し、自立に向けた支援

を行います。 

ひとり親家庭等応援事業 経済的事情で食にお困りのひとり親家庭やヤングケ

アラーの世帯に対して毎月１回無償で食品等をお渡

しします。 
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16 放課後児童クラブ運営事業 

事業名 内 容 

放課後児童健全育成事業 児童福祉の推進を図るため放課後児童クラブ（一ノ谷

なかよし教室）を運営します。放課後児童クラブは一

ノ谷小学校に通う児童で、保護者等が仕事などのため

に昼間家にいない児童に対し適切な遊びや生活の場

を与えて、その健全な育成を図るものです。 

 

 

Ⅱ 公益事業区分 

１  居宅介護支援事業 

利用契約者に対して、介護サービス計画（ケアプラン）を作成し、質の高いケアマネ

ジメントを行います。また､検討会や研修会を実施します。 

事業名 内 容 

居宅介護支援事業 

［市指定事業］ 

 

・居宅介護計画、介護予防計画を作成します。 

・ケアプランの作成、サービス利用の調整、モニタリ

ング、評価・見直しのケアマネジメントサイクルを

実施します。 

介護認定調査の受託 要介護認定調査（訪問調査）を実施します。 

サービス向上のための研修会と 

会議の開催 

・事例検討会 

・認知症研修会 

・観音寺市・三豊市介護支援専門員連絡会 

・認定調査員研修会（年１回） 

・主任介護支援専門員連絡会 

・香川県介護支援専門員スキルアップ研修 

人材育成 香川県介護支援専門員実務研修実習生を受け入れます。 

 

 

２ 介護員養成研修事業 

事業名 内 容 

介護員養成研修事業 

（介護職員初任者研修課程） 

［市受託事業］ 

介護職員養成講座(介護職員初任者研修課程)を開催

し、新たな雇用や就業の機会の創出と福祉人材の育成

を図ります。 
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３  ファミリー・サポート・センター事業 

事業名 内 容 

ファミリー・サポート・センター事業 

［市受託事業］ 

・子育ての援助を受けたい方と子育ての援助を行いた

い方を会員として登録し、地域で支え合う子育て支

援ができるようセンターを運営します。 

・まかせて会員養成講座、フォローアップ研修、交流

会などの各種講座を開催します。 

・各会員登録を推進します。 

・ファミサポ通信を発行します。 

 

 

４ 生活困窮者自立支援事業 

    生活困窮者の早期発見や見守りのための地域ネットワークを構築し、包括的な支援、個

別の支援、早期の支援、継続的な支援、分権的・創造的な支援を行い、経済的自立、日常

生活自立、社会生活自立などを目指していきます。 

事業名 内 容 

自立相談支援事業 

［市受託事業］  

 

生活に困りごとや不安を抱えている相談者に、主任自

立相談員等がどのような支援が必要であるかを一緒

に考え、具体的な支援プランを作成し、寄り添いなが

ら自立に向けた支援を行います。 

就労準備支援事業 

 

社会との関わりや他の方とコミュニケーションがう

まく取れないなどの理由から就労が困難な方に、一般

就労に向けた基礎能力を養いながら就労に向けた支

援や就労の機会を提供します。 

家計改善支援事業 家計状況の根本的な課題を把握し相談者が自ら家計

管理ができるように、状況に応じた計画の作成、相談

支援、関係機関へのつなぎ等を行い早期の生活再生を

支援します。 
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Ⅲ その他目的達成のために必要な事業 

事業名 内 容 

観音寺市民生委員児童委員 

協議会事務局 

［市受託事業］ 

 

市民生委員児童委員協議会の事務局として、会務、研

修、事業の企画を行います。 

・観音寺市民生委員児童委員協議会理事会の開催 

（毎月第２火曜日） 

・主任児童委員部会の開催(毎月第３木曜日)  

・総会、ブロック別研修会、専門部会の開催等 

・県外視察研修の実施 

・実態調査票の管理 

・緊急医療情報「きずなカード」の配備 

・会報紙「きずな」の発行 

・施設訪問、中学校、小学校との懇談会、赤ちゃん訪問  

・オレンジリボンの普及啓発 

・県民生委員児童委員協議会連合会の研修に参加 

・「民生委員・児童委員の日」の推進 

観音寺市共同募金委員会事務局 地域福祉の推進のため、赤い羽根をシンボルとする共

同募金を有効に活用できるよう事務局を担います。 

・市共同募金委員会事務局の運営 

（運営委員会、審査委員会の開催） 

・香川県共同募金会との連携 

・災害見舞金支給事業の実施 

・募金活動の展開 10月～12月 

  法人募金、戸別募金、職域募金、学校募金 

  街頭募金の実施（10月の予定） 

・助成事業（12,287,192円） 

  地域福祉推進事業    4,414,192円 

  小地域福祉活動事業  3,535,000円 

  地域福祉活動支援事業 4,338,000円 

・歳末たすけあい運動の推進（12月１日～31日） 

戸別募金、募金箱、学校募金、一般募金の実施 

 街頭募金の実施（12月の予定） 

・社会福祉施設入所者及び通所者への歳末たすけあい

見舞金を、寝たきり高齢者に見舞品を助成 

・小地域単位（13地区）で歳末に行う福祉事業へ助成 
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日本赤十字社香川県支部 

観音寺市地区事務局 

［市補助事業］ 

日本赤十字社の使命に基づく事業を効果的に運営す

るために事務局を担います。 

・会員募集の推進 

・地域奉仕団事業、特殊奉仕団事業（赤十字奉仕団 

“癒しのタッチ”） 

・青少年赤十字事業の推進、赤十字講習会の推進 

・モデル奉仕団推進事業 

・応急援護事業の活用 

観音寺市 

老人クラブ連合会事務局 

［市受託事業］ 

 

「仲間づくり・健康づくり・生きがいづくり」を 

モットーに、市内高齢者が自ら集い、地域づくりの担

い手としていきいきと輝きながら老人クラブ活動を

推進していくために事務局を担います。 

・市老人クラブ連合会開催行事 

・各支部老人クラブの開催行事 

・香川県老人クラブ連合会行事への参加と協力 

観音寺市遺族連合会事務局 

［市受託事業］ 

英霊の顕彰と慰霊に関する事業等を行うために事務

局を担います。 

・市遺族連合会開催行事 

・各支部遺族会の開催行事 

・国、県、県遺族連合会行事への協力 

・市戦没者追悼式への協力 

観音寺市 

ボランティア連絡協議会事務局 

ボランティア会員や団体の情報交換及び連絡調整、調

査、広報などを行い、ボランティア活動を通じて社会

福祉についての理解と関心を深める活動を支援する

ための事務局を担います。 

・市ボランティア連絡協議会開催行事 

・各ボランティア協議会の開催行事 

・市内、県内ボランティア行事への参加と協力 
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（参 考） 

令和６年度 観音寺市受託事業・補助事業一覧 

【観音寺市受託事業】 

事業名 金額（円） 

地域サロン活動支援事業 6,610,000 

ふれあい・いきいきサロン事業 5,294,200 

介護支援ボランティア制度実施事業 900,000 

精神障害者等デイケア事業 1,976,000 

長期休暇中預かり事業 300,000 

障害者相談支援事業 5,676,000 

介護職員初任者研修事業 1,749,000 

観音寺ファミリー・サポート・センター事業 6,908,000 

成年後見制度中核機関業務 6,837,600 

生活困窮者自立相談支援事業、生活困窮者就労準備

支援事業及び生活困窮者家計改善支援事業 
8,382,000 

市民生委員児童委員協議会事務 6,997,000 

市老人クラブ事業 2,909,557 

市遺族連合会事業 433,490 

合 計 54,972,847 

 

【観音寺市補助事業】 

事業名 金額（円） 

市社会福祉協議会職員設置 62,943,417 

社会福祉大会 624,000 

相談事業（心配ごと相談・法律相談） 1,130,000 

法外援護見舞金 80,000 

配食サービス事業 1,933,440 

市社会福祉センター等維持管理 331,914 

放課後児童健全育成事業 14,701,000 

日本赤十字社香川県支部観音寺市地区運営 433,490 

合 計 82,177,261 

 


